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	応用
	抗原情報
	背景
	TGFBIはRGD含有タンパク質であり、I型、II型、IV型コラーゲンに結合します。RGDモチーフは、細胞接着を調節する多くの細胞外マトリックスタンパク質に存在し、いくつかのインテグリンのリガンド認識配列として機能します。TGFBIは細胞-コラーゲン相互作用において役割を果たし、軟骨における軟骨内骨形成に関与している可能性があります。TGFBIは形質転換成長因子βによって誘導され、細胞接着を阻害する働きがあります。細胞接着において役割を果たします（PubMed:8024701）。細胞-コラーゲン相互作用において役割を果たす可能性があります（類似性による）。
	研究分野
	-
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	TGFBI (10L15) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、ヒト胎児腎臓組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

